
〇北空知地域医療介護確保推進協議会では、在宅療養を支えるため
に、患者・サービス利用者の状態変化等に応じて、医療・介護関係者間
で速やかな情報共有が行われるよう、ＩＣＴを活用した情報共有ツール
の導入について、平成２９年度から調査研究を行い、

〇今年度はプロジェクトチームを設置し、導入に向けた具体的検討を重
ねてきましたが、このたび関係市町間の協議が整い、旭川市医師会な
ど道内でも運用実績のある、多職種連携情報共有システム「バイタルリ
ンク」（帝人ファーマ提供）を採用し、１０月１日から運用を開始すること
になりました。

〇今後、トライアル利用（患者・利用者に関わる多職種での情報共有、
電子会議での利用等）や、説明・研修会（市町ごと）の開催、利用ルー
ルづくり、事業所の利用者登録（利用者アカウントの発行）などの導入
準備を進め、年末までには運用体制を整備し、本格的運用を図ります。

２０２０年 ９月

協議会：ＩＣＴ活用医療介護連携ツール導入プロジェクトチーム
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多職種連携情報共有システム
バイタルリンクの導入

未定稿



〇バイタルリンクの機能
①患者情報・おくすり情報機能・・・入力のほか、写真・ファイル添付可
②連絡帳機能・・・ＬＩＮＥのようなチャット機能、端末機能で音声入力可

写真（食事、残薬、褥瘡などの状況）、ファイル添付可
③バイタルデータ管理機能・・・体温、血圧などグラフで経時的に管理
④スケジュール管理機能・・・多職種支援者のスケジュール管理

〇運用活用方法
①患者・利用者に関わる医療・介護等支援者の情報共有での基本利用
（多職種で継続的に支援が必要な在宅の患者・利用者、終末期患者、
認知症初期集中支援チーム介入対象者など） のほか

②協議会の各会議体の会議（コロナ対策）が電子会議で行うことが可能
（連絡帳機能）

③協議会や関係機関・団体の研修会等のお知らせ・情報提供が可能
（連絡帳機能、カレンダー管理機能）

④コンサル・相談室の開設が可能（連絡帳機能）
⑤病院・事業所の空き情報（コロナ対応受け入れ状況）の提供が可能
（カレンダー管理機能、連絡帳機能）

⑥他分野での活用方法の検討
・救急あんしんカード管理システムでの活用（連絡帳機能）
・障がい児・障がい者支援での情報共有（連絡帳機能）
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施設・居住系、訪問系、通所系の介護サービス
事業所の空き状況も含めて情報共有が可能
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導入地域では、電話・ＦＸＡ等の連絡の
手間が減り、情報共有が円滑になって

関係者の溝も減ったとのこと
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バイタルリンクの多様
な活用例
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旭川市医師会ホーム
ページ参照

利用マニュアル等が
掲載されています。
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